



主  論  文 
 
Gene Expression Analysis of a Highly and a Low Metastatic Cell Line derived  
from Human Oral Squamous Cell Carcinoma based on cDNA Microarray 
   











緒   言 
扁平上皮癌は口腔悪性腫瘍の中で最も発生頻度が高く、しばしば頸部リンパ節への









方法：ヒト口腔扁平上皮癌細胞の親株 NB-1 より限界希釈法にてクローンを 36 株作製 
した。それぞれにおいて migration assay による in vitro selection 法を行
い高、低遊走株を選別し、ヌードマウスへの同所性移植を行い転移能を確認し、
高転移株NB-1 HIG-1および低転移株NB-1 LOW-1を選別した。両細胞株よりmRNA




結   果 
migration assay にて高い遊走能を示した NB-1 HIG-1 はヌードマウスへの移植にて
全例リンパ節転移を認めた。一方低い遊走能を示した NB-1 LOW-1 は低い転移能を持
っていた。cDNA マイクロアレイにて両株間で最も遺伝子発現の差が大きかった CGA




癌の転移に関連するとの報告がある遺伝子では、低転移株において IGFBP7 と TGFBR3 
という遺伝子が、高転移株において SPP1、LAMA4、MMP-2、CTSD、そして CLDN1 が強く
発現していた。 
 
考   察 
低転移株で強く発現した IGFBP7 と TGFBR3 は細胞増殖に関連した遺伝子であり、細
胞増殖を抑制することで癌細胞の転移を抑制した可能性がある。一方、高転移株では
SPP1 および LAMA4 、MMP-2 と CLDN1、そして CTSD が強く発現していた。SPP1 および
LAMA4 は細胞接着に関与しており、高く発現することは原発巣あるいは転移巣で癌細









transfectionや RNAi等の gene silencingといった癌細胞における遺伝子機能解析が
必要であると思われる。 
 
                     以上 
